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早川中央地区に関する事業説明会の概要 

 

 

１ 開催日時 令和２年１月２６日（日） １０時００分から１１時４０分まで 

 

２ 開催場所 綾瀬市役所 事務棟６階 視聴覚室 

 

３ 出 席 者 綾瀬市 岸都市部長 

都 市 計 画 課 ：栩秋課長、高橋総括副主幹、矢部主事 

新市街地整備室：保坂室長、古川総括副主幹、菅原副主幹、齋須技師、 

小出主事 

早川中央土地区画整理組合設立準備会：池田事務局長 

４ 住民出席者数 ３６名 

 

５ 質疑応答要旨 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

 

質疑応答要旨 

 

項目 質疑 回答 

1.説明

会に関

して 

 

①  今回の説明会の通知を事業区域に

隣接する住民に限定したのはなぜ

か。 

 本事業は、昨年１０月に全員の地権

者から賛同が得られ、今後、国、県と

の協議が可能となるスタートラインに

立ったばかりで具体的な内容が決まっ

ていない状況であります。また、本事

業により、早川城山住宅地全体に直接

影響が出るとは考えておりません。そ

のため、今回の説明会に関しては、土

地利用がされる区域に隣接しており、

事業により直接影響があると考えられ

る範囲の方に通知をさせていただいて

おります。 

②  今回の説明会は、土地区画整理事

業区域に隣接した住民を対象にして

いるが、今後、早川城山地区全体へ

の説明は行うのか。また、事業着手

までに何回行うのか。 

 事業着手までに何回説明会を開催で

きるかは決定しておりませんが、都市

計画手続きの中で、都市計画説明会を

令和２年の秋口に予定しております。

その説明会は市内全域への周知を行い

ます。 

③  今回の説明会の議事録は作成され

るのか。また、今回参加されていな

い住民に対して、説明会の報告は行

うのか。 

 議事録は作成します。また、今回参

加されなかった住民の方へは何らかの

形で報告いたします。 

2.企業

の選定

につい

て 

①  企業の選定について、担当課はど

こになるのか。 

 本事業については、組合施行による

土地区画整理事業となるので、企業の

募集、選考、決定は組合が行います

が、市も協議に参加して一緒に選定に

あたっていくことになります。また、

担当課は新市街地整備室になります。 

②  進出企業の選定に関する住民の意

見や要望は聞き入れてもらえないの

か。 

 事業は地権者の方の負担で行うもの

で、企業の決定については準備会が行

いますが、御意見や御要望を申し出て

いただければ準備会にお伝えすること

は可能です。 
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③  インターチェンジの需要等を考え

ると物流施設の立地が十分に考えら

れる。仮に物流施設が立地した場合

には、早川城山住宅地内を大型トラ

ックが走行することが懸念される。

対策として、早川城山地区と企業と

で走行ルート等に関する協定を締結

したいが可能か。 

 進出企業が決定した段階で、企業に

対して提案させていただきます。 

3.事業

主体に

ついて 

①  事業主体は区画整理組合とのこと

だが、なぜ市が説明会を行っている

のか。 

 事業主体は地権者の方々から構成さ

れる準備会、認可後は組合となりま

す。しかし、本事業における住環境へ

の配慮方針や規制等の手続きは市が行

ってまいります。今回の説明会では、

住環境への配慮方針等を説明させてい

ただくということで市で開催させてい

ただきました。 

②  準備会の構成はどうなっているの

か。法的なことは市役所が関わらな

いと進まないのは分かるが、企業の

誘致や選考は地権者が行うのか。そ

れともコンサルティング会社等に依

頼するのか。 

 準備会は地権者によって構成されて

いる組織になります。また、準備会に

は事業を支援する事業協力者がおり、

進出意向のある企業のとりまとめ等は

事業協力者である企業が行っておりま

す。 

③  公共施設の計画について、整備は

進出する企業が行うのか。 

 公園や調整池等の整備については、

進出する企業ではなく土地区画整理組

合で行います。なお、近年の気候変動

によるゲリラ豪雨等で災害が発生して

いる状況の中、地区内の雨水が外周道

路に流出しないように調整池を設置し

適正に処理します。また、調整池の上

部を公園として整備することで、立地

施設と早川城山住宅地との緩衝空間と

なるほか、緑のうるおいや憩いの場と

して良好な住環境の保全をいたしま

す。 
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4.住民

の意見

につい

て 

① 事業に関する質問や意見はどこに

申し出ればよいのか。 

 事業に関する意見等については、新

市街地整備室に申し入れいただければ

と思います。 

②  住民の意見を市はしっかりと準備

会に伝えてくれるのか。一定の助成

金が準備会に出ているということで

あれば、住民のことも十分に考えて

ほしい。 

 事業に関しては、ほとんどが地権者

の方の負担で行われますが、本事業

は、住環境への配慮等、地区への課題

を踏まえ設定する地区計画を併せて行

うことから、事業に対して市が一切か

かわらないということはありません。

そのため、住民の方の要望等を準備会

に伝えることについても市の役割であ

ると認識しております。 

5.住環

境への

影響・

配慮方

針につ

いて 

①  住環境への影響は誘致する企業に

よって大きく変わると思われるがど

うなのか。 

 進出する企業が未定で住民の方々は

不安だと思いますが、市としては、住

環境をできる限り土地利用と調和させ

ながら配慮できるように、懸念される

内容を事業者側に投げかけてまいりま

す。その中で、騒音、臭気、振動とい

った住環境を悪化させる恐れのある建

築物の制限や、車両の進入防止策の検

討、緩衝緑地や壁面後退による住環境

の保全を行ってまいります。また、こ

のような制限について、今後、都市計

画手続きを進めてまいります。 

②  緩衝緑地の幅は何メートルなの

か。 

 緩衝緑地については、現在、道路と

合わせて２０メートル以上の離隔距離

が確保できるように考えており、住環

境を保全していこうということを市か

ら事業者に対して要請してまいりま

す。 
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③  企業が立地することで日当たりは

どうなるのか。今まで家から見えて

いた富士山や花火が変わらず見える

のか。また、どのくらいの高さの建

築物が立地するのか。 

 

 景観については、企業が立地するた

め、現状と同じような景観を維持する

のは難しいと思われます。日照につい

ては、できるだけ確保できるような形

で土地利用の中での誘導、規制を検討

しております。また、高さ制限につい

ては、企業の土地利用を完全に否定で

きないことや、北側の工業団地との連

続性を考えて、３６メートル程度を限

度として検討しております。なお、あ

る程度高い建築物が立地しても、住宅

地への圧迫感等を軽減できるように緩

衝緑地の設置及び壁面後退の規制を検

討しております。 

6.交通

安全対

策につ

いて 

 

①   騒音が発生する業種は規制すると

のことだが、業種によっては夜間の

搬入や室外機等による騒音も考えら

れる。そういった点への配慮方針は

ないのか。また、企業への意見申し

出の機会はないのか。 

 現在、進出する企業が未定で、業種

業態が不明なため、具体的な対応策は

決定しておりません。今後、進出企業

が決定し、土地利用計画を立案した後

に、綾瀬市開発行為に関する指導要綱

に基づく協議が行われ、その手続きの

中で、企業側から具体的な配慮及び近

隣住民への説明が行われます。その際

には企業への意見の申し出も可能で

す。 

②   住環境への配慮の方針について、

交通事故防止策はないのか。 

 交通対策を行っている課と連携して

対策を行っていきたいと考えておりま

す。 

③   地区南西側の交差点は事故が多発

しているが対策はどうなっているの

か。 

 当該交差点の交通対策については、

すでに住民の方々と交通対策部署の市

民協働課、道路管理課、道路整備課、

所轄の大和警察署で取り組んでおりま

す。 
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 ④   地区の北側のＴ字路について、企

業の車両が増えるのであれば、信号

機の設置も検討してほしい。また、

トラック等が路上駐車をしないよう

に企業と協議できるのか。 

 信号機の設置については、神奈川県

警と協議を行ってまいります。トラッ

ク等の路上駐車については、進出企業

に対して、神奈川県警との協議も踏ま

えて申し入れを行ってまいります。 

7.区画

整理事

業につ

いて 

 

①  綾瀬スマートインターチェンジの

開通が遅れていること等を考える

と、市として他に取り組みべき事業

があると思われるが、なぜこの時期

に土地区画整理事業を行う必要があ

るのか。また、なぜこの範囲で行う

のか。 

 当該地区は、綾瀬スマートインター

チェンジの開通によって、都市開発圧

力及び土地の需要が高まり、農地転用

が行われ、資材置き場や駐車場等の土

地利用がされる可能性が高い場所であ

ります。また、綾瀬スマートインター

チェンジ開通後はインターチェンジの

１キロメートル圏内においては、神奈

川県の制度によって一定の基準を満た

せば開発が可能となる場合がありま

す。このようなことから、当該地区で

は無秩序な土地利用や開発行為による

住環境の悪化が懸念されます。そうい

った可能性を排除するためにも、予め

都市計画法に基づく一定の規制を設け

ながら、土地区画整理事業による計画

的な市街地整備を行う必要がありま

す。 

②  土地区画整理事業区域内に５年ほ

ど前から建設残土の山が残されてい

るが、市では対応できないのか。 

 建設残土については、市でも把握し

ていますが、あくまで地権者の方の所

有地のため市が介入して除却等は行え

ませんでした。しかしながら、今回の

土地区画整理事業によって除却の方向

へ進めることが可能と考えておりま

す。 

8.その

他 

②  現在、北側の道路の幅員は何メー

トルか。 

 現在の幅員は一律一定ではありませ

んが概ね１２メートルです。 

 

 

 

以上 


